
ＩｏＴ新時代の未来づくり検討委員会

事務局資料

平成30年1月25日

資料２－３



Ⅰ これまでの検討状況
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【検討項目】

（１） ２０２０年以降に人口減少社会がさらに進行する中で、日本が直面する課題の現状認識をＩＣＴ分野を超えて前広に整理。

（２） ＩoT・ＡＩ・ロボットなど２０３０～２０４０年頃の新時代を展望し、イノベーションにより将来起こりうる未来イメージを制作。

（３） ＷＧ報告を踏まえつつ、未来イメージから逆算する形で、日本の歩むべき道を支えるための情報通信政策のあり方を検討。

IoT・AI・ロボットなどのイノベーションの成果を「産業」や「地
域」の隅々まで浸透させることを通じて、
・ 2020年以降の本格的な人口減少・高齢化社会において生
じうるさまざまな課題解決
・ ICT産業の競争力向上や経済・地域社会の持続的な発展
のために取り組むべき情報通信政策の在り方を検討

IoT・AI・ロボット等が日常生活、職場や公共空間に広く浸透す
る時代を見据え、
・ こうした時代に求められる人材を育成するための教育の在
り方

・ 高齢者・障害者に対するICT利活用支援策等
に関して検討

産業・地域づくりＷＧ 【森川博之主任】 人づくりＷＧ 【安念潤司主任】

ＩｏＴ新時代の未来づくり検討委員会
【村井純主査】

これまでの検討状況 2

高齢者に対するICT利活用
支援策等に関して専門的に
検討

高齢者ＳＷＧ
障害者に対するICT利活用
支援策等に関して専門的に
検討

障害者ＳＷＧ

12/7, 1/15の計2回開催 11/28, 12/25, 1/24の計3回開催

12/14, 21, 1/18
の計3回開催

省内若手による「未来デザインチーム」ベンチャー経営者等による「先駆的ＩＣＴに関する懇談会」 コラボ
レーション

未来イメージの提案

12/12, 13, 26, 1/19の計4回開催

政策アイデアの寄与

1/18に発足、計1回開催

12/11, 14, 1/11, 15
の計4回開催



【参考】 先駆的ＩＣＴに関する懇談会 3

ＩＣＴ分野における先駆的な技術が既存のビジネスやサービスのあり方を大きく変革しつつ

ある中、人口減少等の「静かなる有事」に直面している我が国について、「落ち着いて、優し

く、持続可能な」次世代社会の方向性を議論するため、今後の日本を担う新進気鋭の企業

経営者や技術者等による懇談会を開催する。

検討事項（例） 懇談会の運営

（１）人口減少等の中で日本、アジアや世界
が抱える課題

（２）ＩＣＴ分野の新技術の最新動向と課題の
解決に向けた新技術の可能性

（３）新技術の社会的受容性のための方策

（４）日本が進むべき次世代社会の姿
など

●総務大臣主宰の懇談会とし、本年1月より開始。大臣室等
でのサロン形式（毎回１時間程度）。

●フィンテック、ブロックチェーン、ＡＲ・ＶＲ、ＡＩ、ビッグデータ、
シェアリングエコノミー等の分野から専門家等がメンバーと
して参加。

●参加メンバーからプレゼンし、懇談。必要に応じ、ゲストを
招待。検討結果は、情報通信審議会における新たな情報
通信政策の検討等に反映。

●１～２ヶ月に１回程度開催し、議事概要を原則公開。

スケジュール（想定）

６月２０１８年 １月18日 ～

キックオフ会合
・取組紹介等

テーマ別③
・ブロックチェーン、
ＡＲ/ＶＲ等

テーマ別②
・ＡＩ（自然言語処理、音声
認識、画像認識等）

２月

テーマ別①
・障害者等サポート

２０３０～２０４０年
の将来イメージ



【参考】 先駆的ＩＣＴに関する懇談会の参加メンバー 4

bitFlyer 加納 裕三 代表取締役

ナイアンティック 村井 説人 代表取締役社長

Preferred Networks 西川 徹 代表取締役社長

フェアリーデバイセズ 藤野 真人 代表取締役

エクスメディオ 物部 真一郎 代表取締役社長

AsMama 甲田 恵子 代表取締役社長

GMOインターネット 熊谷 正寿 代表取締役会長兼社長

JINS 田中 仁 代表取締役社長

（一社）日本パラリンピアンズ協会 田口 亜希 理事

５０音順（社名）アズママ

ジーエムオー

ジンズ

ビットフライヤー

プリファードネットワークス



【参考】 「未来デザインチーム」の概要

＜「未来デザインチーム」の概要＞

・ IoT、AI、ロボットなど、新たなテクノロジーの進展を見据えつつ、「2030～2040年頃にどんな社会
が到来するか？」をイメージした未来像を作成し、中長期的なビジョンの基礎を作ることが目的。

・ 昨年12月に議論をスタート。ひとまず1/25（木）の第二回委員会に、素案を提示することを目指す。
・ なお、新進気鋭のベンチャー経営者やシンクタンクなどとの意見交換会を実施し、最新かつ多彩
な視点を採り入れる。

I o T 新 時 代 の
未 来 づ く り
検 討 委 員 会

検討開始 論点整理
ビジョン素案の提示

中間
とりまとめ

最終
とりまとめ

＜スケジュール＞

H29.11 H30.1 H30.3 H30.6

未 来 デ ザ イ ン
チ ー ム

H29.12

公募 チーム
立ち上げ ベンチャー経営者等

と意見交換会を実施
委員会の議論に応じて検討

インプット

11/17

11/20
～27 12/12

1/25 3/27

第１回

12/13

第２回

12/26

第３回

1/10

第４回
【政務との
意見交換】

1/19

情報通信審議会に未来イメージの具体像をインプットすることを目的として、公募により
参加した省内の20～30歳代（課長補佐～係員：平均年齢28.9歳）26名による「未来デザイン
チーム」を昨年12月に立上げ。

5

情報通信審議会



【参考】 「未来デザインチーム」 これまでの実施状況

第1回（2017.12.13） 設立趣旨等
顔合わせ、メンバーの考える未来イメージの紹介等

ワークショップガイダンス（2017.12.22）
東京大学i.schoolの横田ディレクターを講師に招き、未
来の「兆し」の見つけ方などをレクチャー

横田幸信 氏
(東京大学
i.school)

6

第２回（2017.12.26） ワークショップ①
チーム別に未来の社会のイメージの基と
なる「兆し」を発掘し、暮らし・地域・
産業等のグループにまとめてプレゼン

第３回（2018. 1.10） ワークショップ②
グルーピングした「兆し」とテクノロジーを掛け合わせ、
どのような未来社会になるかについて議論＆プレゼン

第４回（2018. 1.19） 幹部と意見交換
議論から出た未来イメージ12種類についてプレゼンし、
チームに分かれて副大臣・政務官・事務次官等と意見交換

（出典）日テレNEWS24



省内若手による「未来デザインチーム」において、未来イメージの下地を検討
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１月

未来ｲﾒｰｼﾞ素案
と論点整理

委員会設置

２０１７年

中間
とりまとめ

（ ：高齢者・障害者向けのICT利活用支援策等については、それぞれサブWGを設置して検討）

最終
とりまとめ
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会
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会
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検討開始・
ＷＧ設置

11/17（金）
10:30-12:00

11/7（メール審議）

1/25（木）
13:30-15:30

3/27（火）
10:00-12:00



Ⅱ 未来イメージ素案
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お節介ロボット
家でもドクター

どこでも個室

パノラマ教室

あらゆる翻訳

五つ星マシン

クルマヒコーキ

いつでも窓口

100年サイボーグ

ぐっすり学習

未来イメージのアプローチ手法（案） 9

働き方や公共サービスなどを
より充実したものとするための
テクノロジーの活用のあり方

バーチャル海底探検

空から電力

【ストーリーの中心人物】
父、母、子ども2名（男女）＋ロボット

起床

出社

学校

会議

病院

ランチ

外出

役所

飲み会

就寝

週末

災害時

朝

昼

夜

そ
の
他

しごと

衣食住や旅行など、プライ
ベートをより豊かなものにする
テクノロジーの活用のあり方

くらし

2030～40年の日本人の暮らしぶりについて、一日の流れに沿って未来イメージを制作。
（ある家族の一日を追うストーリーの中で、さまざまなタイプの生活を送る人物が登場。）

（父）は、都市部に住むサラリーマン。外国人が
多数在籍する企業に勤めているが、外国語を話し
たり、聞いたりするのが苦手な一面も。

（母）は、子育てしながら働くキャリアウーマン。証
券会社の営業職として、資料づくりや顧客訪問な
ど、忙しい毎日を送っている。

（長女）は、保育園に通う女の子。歳の離れたお
兄ちゃんよりも、家ではロボットがいい遊び相手。

（長男）は、勉学とスポーツに励む小学生。おじ
いちゃんと遊ぶのが大好きで、ついつい勉強が後回
しになってしまう。

【設定】

（ロボット）は、家事のサポートだけでなく、家族の
バイタルデータを収集し、体調管理も行う。家族の
ことを知りすぎているので、世話を焼きすぎる場面も。



10（参考） 未来一家の生活の概要

イ
ン
ド
人

ロ
ボ
ッ
ト

長
男

母父

祖父・祖母 祖母

主治医

俳句仲間

避難所

証券会社デバイスメーカー

ミュージシャン(全盲)

小学校 保育園

行きつけの
レストラン

長
女

中
国
人

市役所

隣町の
スーパー

未来一家

日
本
人・・・

みんな
ひとり暮らし

ロボットやセンサーを通じて
顧客の健康を管理

⑨100年
サイボーグ

⑩ぐっすり学習

④パノラマ教室

⑫空から電力

取引先

⑤あらゆる
翻訳

⑧いつでも窓口

①お節介
ロボット

⑪バーチャル
海底探検

⑦クルマ
ヒコーキ

国際的な企業で
多様な人材が勤務

足が不自由

災害時には避難所に

最新のロボットシェフが
腕を振る評判の店

２４時間
オンライン手続ＯＫ

顧客情報を扱うため
セキュアな空間での業務を推奨

世界を相手にする
ビジネスマン

子育て中の
キャリアウーマン

ロ
ボ
ッ
ト
も

家
族
の
一
員

過疎化の進んだ地方のまち

都市で暮らす核家族



Ⅲ 2030～40年頃の情報通信政策のコンセプト
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３G２G

WiFi

1980以前

インターネット

携帯電話/端末

iPhone登場、
スマート
フォンの普
及拡大へ
（2007
頃）パーソナル

コンピュー
ター（PC）
登場
（1975頃）

Windoows95
発売、一気に個
人に拡大へ
（1995）

電電公社、世
界初の自動車
電話サービス
開始
（1979）

携帯電話登場、
小型化へ
（1990頃）

タブレットPC
登場、普及拡
大へ（2010
頃）

1990 20102000

米国ARPAネッ
ト（インター
ネットの母体）
運用開始
（1969）

日本での商
用利用開始
（1993）

i-mode登場、
インターネット
接続サービス開
始（1999）

ブロード
バンド化

ダイヤル
アップ

ADSL FTTH
CATV

WiMAX

４G

現在
クラウド

商用コン
ピュータ登場
（1960以前）

PC

情報通信技術の進歩

AIネット
ワーク

ビッグ
データ

IoTLPWA

腕時計型
ウェアラブル
端末登場
（2015）

スマート
スピーカー
登場（2016）
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データ
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2001 2006 2009 2010

e-Japan
戦略Ⅱ

（2003.7)

IT利活用

IT新改革
戦略

（2006.1)

ITによる
構造改革

i-Japan
戦略2015

（2009.7)

デジタル
技術による

恩恵

新たな情報
通信技術
戦略
（2010.5)

市民主権の
新しい社会
の実現

e-Japan
戦略

（2001.1)

ブロード
バンド
インフラ

2013

同宣言・
官民デー
タ活用推
進計画
(2017.5)

データ
流通時代
に対応

世界最先端
ＩＴ国家創造
宣言
（2013.6)

国民が実感でき
る世界最高水準
のＩＴ利活用社会
の実現

情通審の
各種答申等

u-Japan政策
ユビキタス
社会を実現

（2004.12)

x ICTビジョン
産業・地域と
ICTとの融合

（2008.7)

ICT維新ビジョン
「光の道」100%

の実現等

（2009.12)

Active JapanICT戦略
情報資源を
利活用

（2012.7)

ｽﾏｰﾄ･ｼﾞｬﾊﾟﾝICT戦略
ICTによる経済成長

と国際貢献

（2014.6)

情報通信分野の各種戦略・ビジョンの流れ

【総務省の主な戦略・ビジョン】

【日本政府全体の主な戦略・ ビジョン】

利活用インフラ



14テクノロジーの今後の見通し（例）

いたわりや手加減のできるロボット
が介護や調理、掃除で活躍

 ロボットが買い物を代行
工事現場で知能ロボットが作業

 コンタクトレンズ型ディスプレイ
血管内を移動する微少な医療ロボ
頭の中で念じるだけでコンピュータ操作
装備型装置で身体能力を補強
（消防士らが視覚や嗅覚などを増強
させるなど）

言語の壁を越えたコミュニケーション
動物との会話できる装置が実現

ロボットの社会進出
（2022年頃～）

人体とコンピュータの融合
（2022～2027年頃）

2020

2040 2050

民事調停の調停案をAIが提示
監督の演出意図を理解するバーチャル俳優

がデビュー
歩行者と車がやりとりし、信号が事実上不要に
 ＡＩ秘書やＡＩ教師を登用
日本の仕事の49％がロボット・AIで代替

可能に

体内へのデバイス埋め込みが実現
着るだけで体調がわかる衣服が普及
空飛ぶタクシーが増加
 ドローンを使った配送が拡大
自分の脳で考えている内容を目や耳を

介さずに他人の脳に伝達

ＡＩが人の代役となる
（2025年頃～）

（文部科学省科学技術政策研究所「第９回デルファイ調査報告書」(平成22年３月)、日経新聞
「ニッポンの革新力 AI・IoT 変わる世界」(平成29年11月１日)等を基に総務省作成）

2030

ヒトと機械が共存
・協調する社会

（2030～2040年頃）

 ＡＩが人間の代わりに
知的労働する時代に

ＡＩが人を超える
（シンギュラリティ）

（2045年頃）

宇宙旅行の普及
宇宙エレベータの実現

宇宙への進出
（2050年頃）

技術で言葉の壁が消滅
（2025年頃）



15主な論点（案）

人口減少下でも
個が活力を発揮し、
グローバルな成長
を持続できる社会

growth 
& sustainability

あらゆる人に

優しく、多様性を
確保し、安心して
生活できる社会

inclusion
& diversity

「産業・地域づくりＷＧ」と「人づくりＷＧ」で
各々の将来像と取り組むべき政策を議論

調和

＜目指すべき「未来社会」の姿＞

制約をチャンスに変え、持続可能な
成長モデル【仮】

＜目指すべき「情報社会」の姿＞

持続成長に寄与するＩＣＴ社会【仮】

産業
が変わる

地域
が変わる

寄与

人
が変わる

技術の「前提」が変わる

２０１８年 ２０３０～４０年

「自分で運転する」から「自動で運転する」へ

「人のﾈｯﾄﾜｰｸ」から「人･ﾓﾉ全てのﾈｯﾄﾜｰｸ」へ

１ ネットワークの常識が変わる

２ 社会の原則が変わる

「デジタルも紙も」から「デジタルが原則」へ

「電線で送る」から「電波で送る」へ

「使うロボット・ＡＩ」から「共に生きるロボット・ＡＩ」へ

「病気を治す」から「病気を防ぐ」へ

・
・

・
・

日本の「社会構造」が変わる

自動車・電子機器等ハイテク分野の国際競争が激化

インフラ・公共施設が老朽化、赤字交通機関が廃止

医療費が増大、認知症患者・介護ニーズが急増

産業

医療

基盤

・
・

ネット

ﾛﾎﾞｯﾄ

送電

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ

移動

健康

現
状
認
識
と
将
来
を
つ
な
ぐ
象
徴
的
な
「
変
化
」
を
ど
う
絞
り
込
む
か
？

明
る
い
将
来
へ
の
未
来
社
会
・
情
報
社
会
の
コ
ン
セ
プ
ト
ワ
ー
ド
は
何
か
？

１ 世界の中での立ち位置が変わる

２ 国内の制約条件が変わる

GDPの世界シェアが低下、一人当たりGDPも順位低下

世界の人口は増加、日本は先行して人口減・超高齢化人口

経済

・
・

人手不足、空き家増、財政逼迫等で存続困難な地方が発生地域



16コンセプトワードの例
（これまでの委員会・ＷＧ・未来デザインチームの議論から抽出）

「言語の壁」がなくなる
自動翻訳、電脳による通信

面倒をなくす社会
必要な知識は睡眠学習で補充
ﾜｲﾔﾚｽ送電（電気ｺｰﾄﾞを一掃）
役所に行かなくても手続完了

できなかったことができる社会
脳内の考えを直接ｱｳﾄﾌﾟｯﾄしてｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

難病などで動けなくても分身としてのﾛﾎﾞｯﾄで体感
「デジタル駆け込み寺」で誰もがICTの恩恵を享受

欲しいモノが手に入る社会
買いたいものもドローン等で自動配送

VRでどこでも観光、なんでも体験
生涯コーディネートロボット

（過去の経験から最適なアドバイス）「作業」がなくなる
定型的な作業をAI･ﾛﾎﾞｯﾄに任せ、

人間は創造力重視に
「交通混雑」がなくなる
ﾃﾚﾜｰｸ、VRの発達等により、
交通網の利用が分散化

「授業」がなくなる
誰もが優れた教育ｺﾝﾃﾝﾂにｱｸｾｽ

誰もが健康に過ごせる社会
ｳｪｱﾗﾌﾞﾙ端末やｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄ端末で健康管理

予防医学に基づく適切なアドバイスで生涯健康
脳科学により臨終まで幸福感が味わえる

消費が「モノ」から「コト」になる
車などが「持つモノ」から「使うサービス」へ変化

「AI」「ロボット」がパートナーに
AIやロボットが人と同じように付き合う対象に

人手に頼らない社会
農業や建設等の作業が自動化し、人手不足を解消
職人等のノウハウをAIで蓄積し、産業の伝統を継承

上司や資格も可能な業務はAI化

「知識」や「記憶」を自在に
知識や記憶がデジタル化され、

自らの生き方の選択肢の幅が拡大

「現金」がなくなる
キャッシュレスの決済が当たり前に

将来に向かって起こりうる「変化」 目指すべき「未来社会・情報社会」

「今あるモノがなくなる」

「個のチカラが増す」

個人が「価値」を生む
個人のスキル・能力が投資等の対象に

創造・挑戦がしやすい社会
単純作業はロボ等にまかせ、人間は創造力で勝負
「走りながら考える」の発想で、新分野に次々挑戦

リベラルアーツや文化芸術がより重要に
何を止めるかが重要な判断に



【参考】

『“ｘＩＣＴ”ビジョン ～あらゆる産業・地域とＩＣＴとの深化した融合に向けて～』

「ＩＣＴ成長力懇談会」報告書（２００８年７月） より
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○ 成長力強化のためには、「グローバル成長力」と「地域成長力」の双方が必要。
○ 産業と地域のネットワークが双方の成長力のエンジンとして機能。
○ 国際展開する産業とＩＣＴがより効果的に融合することで「グローバル成長力」を高めることが可能。
○ 中心市と周辺市町村がＩＣＴとより効果的に融合することで「地域成長力」を高めることが可能。

周辺市町村中心市

世界

ＩＣＴ基盤
を活用

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
市場と直結

地域成長力

ｘＩＣＴ： あらゆる産業・地域とＩＣＴとの深化した融合

産業が変わる 地域が変わる

産業ｘＩＣＴ 地域ｘＩＣＴ

“ｘＩＣＴ” ＩＣＴとの深化した融合

住民宅

診療所 学校

地場産業

グローバル成長力

中心市 中心市

産業 産
業
と
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

産
業
と
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

中心市

中心市
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産業が変わるイメージ： 産業ｘＩＣＴ=新融合市場

○ グローバル成長力の担い手は「産業」。ＩＣＴによって「産業が変わる」姿を具体化することが必要。
○ ＩＣＴのつながり力によって「産業」が変わる姿は、次の２種類。
① 「新たな事業領域を生み出す」ことにより、新しい業態・事業・産業が誕生する姿
② 「効率性を高める」ことにより、バリューチェーンが変革して新たな企業モデルを構築する姿

○ ＩＣＴを使いこなす技術の普及を図り、新型ビジネスの創出を競う「新融合市場」へ進化。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
に
よ
る
産
業
変
革

（
新
融
合
市
場
）

新たな事業領域を生み出す

製品・サービスがＩＣＴ利活用で変革され、
新たな事業・産業・業態として誕生

効率性を高める

企業の既存のバリューチェーンがＩＣＴ利
活用で変革し、新たな企業モデルを構築

×

既存業態の進化（＝ＮＥＸＴ◇◇産業）
既存業態が今までになかった業態に進化し、新たな事業領域を創出
（例：新聞社による電子ペーパーへの記事配信）

異業種間の連携（＝○○産業×△△産業）
ＩＣＴの活用が触媒となって、異業種同士が連携し、新たな事業領域を
創出 （例：非接触ＩＣカード （＝小売×鉄道×・・））

新規産業の創出（＝ＮＥＷ□□産業）
ＩＣＴのイノベーションにより、従来にはない全く新しい事業領域を新たな
担い手が創出 （例：仮想空間ビジネスを行う企業の登場）

企業内の効率性の向上
ＩＣＴを経営に活用することにより、企業内の業務の効率性を向上
（例：電子タグ導入による生産・流通過程や顧客管理の効率化）

国内の企業との間の効率性向上
業界横断的なＩＣＴ基盤を整備すること等により、国内企業間の業務の
効率性を向上 （例：統一的な空間コードによる企業間物流の効率化）

海外の企業との間の効率性向上
ＩＣＴを活用することにより、海外の子会社・企業等との間の業務の効率性
を向上 （例：国内の病院と国外の医療検査会社によるオフショア連携）
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産業変革の具体事例

新聞や番組を紙･ﾃﾚﾋﾞ･ﾈｯﾄ等
を通じて視聴

どこでも持ち運べる電子ﾍﾟｰﾊﾟｰ
に新聞や番組を配信

ｅ（電子化）の世界 ｕ（ﾕﾋﾞｷﾀｽ）の世界
＜萌芽事例、アイデア等＞

ｘＩＣＴ

新
た
な
事
業
領
域
を
生
み
出
す

効
率
性
を
高
め
る

既存業態の進化（＝ＮＥＸＴ◇◇産業）
既存業態が今までになかった業態に進化し、新たな事

業領域を創出

異業種間の連携（＝○○産業×△△産業）
ＩＣＴの活用が触媒となって、異業種同士が連携し、新た

な事業領域を創出

新規産業の創出（＝ＮＥＷ□□産業）
ＩＣＴのイノベーションにより、従来にはない全く新しい事

業領域を新たな担い手が創出

企業内の効率性の向上
ＩＣＴを活用することによって、企業内の業務の効率性を

向上

国内の企業との間の効率性向上
ＩＣＴを活用することによって、国内企業との間の業務の

効率性を向上

海外の企業との間の効率性向上
ＩＣＴを活用することによって、海外企業との間の業務の

効率性を向上

カーナビで地図や音声により
走行支援

車内情報端末に総合的な観光情
報を配信し、自端末に簡単に移行

電子マネーで小銭要らずの
少額決済

統合されたﾊﾟｰｿﾅﾙなＩＣｶｰﾄﾞで
コンビニも鉄道も鍵も何でもＯＫ

産業用ロボットやペットロボット
ﾈｯﾄを通じた遠隔管理でﾛﾎﾞｯﾄが
介護や健康等のｻｰﾋﾞｽを提供

オンラインゲームで
遠隔地のユーザと対戦

３次元仮想空間内で、広告や不
動産取引等の経済活動を展開

消費電力の少ないチップ、
端末、サーバ等の開発

ｾﾝｻｰ管理による環境負荷低減
向けﾈｯﾄﾜｰｸｻｰﾋﾞｽを提供

ＰＯＳ端末でバーコード読取
により販売員が決済

電子タグにより、生産・在庫管理、
決済、顧客情報等を総合管理

化粧品に関する苦情や意見を
ネットで受付

香りを含む五感通信により、
化粧品開発に消費者が参画

印刷表示された商品識別の
バーコードで物流を効率管理

統一的な空間ｺｰﾄﾞと電子ﾀｸﾞ･
ｾﾝｻｰにより、物流を効率管理

社内ＬＡＮでの研究者の協力に
よる研究開発課題の解決

社外の研究者を活用し、研究開
発をｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝで推進

設計データのＷｅｂ共有による
グローバルな社内技術開発

最適調達情報を含むﾃﾞｰﾀ共有に
よるｸﾞﾛｰﾊﾞﾙなﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ構築

電子カルテネットワークシステム
により診療記録を共有

病院から送付された検査画像を国
外の医療検査会社でｵﾌｼｮｱ診断
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地域が変わるイメージ： 地域ｘＩＣＴ=電縁社会

Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
に
よ
る
地
域
変
革

（
電
縁
社
会
）

集積効果を高める

知的生産活動における人の交流を補完
し、知識・情報のスピルオーバーを強め
ることで収穫逓増をもたらす

コミュニティを確保する

行政、医療、教育等の生活に不可欠な
サービスや雇用の遠隔提供を可能とし、
地域のコミュニティをエンパワーする

×

○ 地域成長力の担い手は「地域」。ＩＣＴによって、「地域が変わる」姿を具体化することが必要。
○ ＩＣＴのつながり力によって「地域」が変わる姿は、次の２種類。
① 知識・情報の共有と創造を重視し、「集積効果を高める」ことにより知的生産性を高める姿
② 生活直結サービスの遠隔提供により「コミュニティを確保」し、地域をエンパワーする姿

○ ＩＣＴのつながり力により、地縁、血縁、そして電子が人や企業をつなぐ「電縁」の地域社会へ進化。

※ＩＣＴの補完的利用

※ＩＣＴの代替的利用

地域産業・サービスの情報武装
地場産業が、ＩＣＴを活用することで情報武装化を進め、飛躍的な成長を
実現 （例：生育ノウハウの可視化による効率的な農業経営の実現）

中小企業の協働・連携
ＩＣＴが触媒となって、地域の中小企業が結束し、情報共有や共同受発注
により競争力を獲得 （例：工業会のポータルサイト構築による商圏拡大）

紐帯の深化による地域活性化
ＩＣＴを活用することで、信頼や規範といったソーシャルキャピタルを補完し、
地域社会の生産性を向上 （例：地域ＳＮＳによる商店街活性化）

行政サービスのユビキタス化
国・地方公共団体による行政手続等のサービスを、ＩＣＴを活用することで、
いつでもどこでも利用可能に （例：２４時間オンライン申請）

生活直結サービスのユビキタス化
医療、福祉、教育、飲食等の生活直結サービスを、ＩＣＴを活用することで、
いつでもどこでも利用可能に （例：遠隔医療、遠隔教育）

雇用のユビキタス化
ＩＣＴを活用することで、いつでもどこでも雇用を提供することが可能に
（例：テレワーク、ＳＯＨＯ）
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地域変革の具体事例

ホームページ上で
農産物を全国へ通信販売

生育ﾉｳﾊｳを可視化・最適化し、
遠隔操作で農業経営を効率化

ｅ（電子化）の世界 ｘＩＣＴ

集
積
効
果
を
高
め
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
確
保
す
る

地域産業・サービスの情報武装
地場産業が、ＩＣＴを活用することで情報武装化を進め、

飛躍的な成長を実現

中小企業の協働・連携
ＩＣＴが触媒となって、地域の中小企業が結束し、情報共

有や共同受発注により競争力を獲得

紐帯の深化による地域活性化
ＩＣＴを活用することで、信頼や規範といったソーシャル

キャピタルを補完し、地域社会の生産性を向上

行政サービスのユビキタス化
国・地方公共団体による行政手続等のサービスを、ＩＣＴ

を活用することで、いつでもどこでも利用可能に

生活直結サービスのユビキタス化
医療、福祉、教育、飲食等の生活直結サービスを、ＩＣＴ

を活用することで、いつでもどこでも利用可能に

雇用のユビキタス化
ＩＣＴを活用することで、いつでもどこでも雇用を提供する

ことが可能に

観光客と観光ガイドの
ボランティアをネットでマッチング

電子ﾀｸﾞ搭載の地域通貨を使い、
多言語音声観光ガイドを提供

地域情報のﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄにより、
各企業のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを検索可能

工業会のﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄを構築し、
技術取引や共同受発注を実施

中小企業が自前でｼｽﾃﾑ構築し、
ｶｽﾀﾏｲｽﾞされたｿﾌﾄを使用

中小企業がASP・SaaSを導入し、
ｼｽﾃﾑやｿﾌﾄの共有で生産性向上

ホームページで商店街の地図
や各店の情報を掲載

高画質ＳＮＳを構築し、商店街ｲ
ﾍﾞﾝﾄや放送局と連動して活性化

自治体が警察等と協力し、防犯
情報を携帯電話に配信

警察・消防等公的機関と住民が連
携しﾈｯﾄで安心・安全ﾏｯﾌﾟを共有

オンラインで自宅からネットで
電子申請や納付が一部可能

原則ｵﾝﾗｲﾝで添付書類が不要
の安価な完全ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ申請

行政手続ごとにオンライン申請
各種行政手続を一括して

ワンストップでオンライン申請

簡易なＴＶ電話等による通院
患者への部分的な遠隔相談

自宅や職場に居ながら本格的な
遠隔診療や医療情報利用を実現

ネットを活用した遠隔講義や
教材の部分的な提供

講義や指導を全てネットで行い、
通学しなくても単位が取得可能

小画面で電話やメールを頼りに
単純作業中心のテレワーク

大画面ＴＶ電話で自由に協働し、
複雑な業務もテレワーク

ブロードバンド環境が整う地域
の住民の一部がテレワーク

日本全国いつでもどこでも
ネットや携帯でテレワーク

ｕ（ﾕﾋﾞｷﾀｽ）の世界
＜萌芽事例、アイデア等＞
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人（生活）が変わるイメージ： 人（生活）ｘＩＣＴ=ユビキタス社会

Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
に
よ
る
生
活
変
革

いつでもどこでも便利に

日常生活の隅々にＩＣＴが浸透し、いつ
でもどこでもシームレスに便利なサービ
スを利用し、つながることができる

誰でも簡単に安心して

機器やネットワークを意識することなく、
子どもや高齢者、障害者など誰でも
簡単に安心・安全に利用できる

×

○ 産業や地域の変革の担い手は「人」。ＩＣＴによって「人」がエンパワーされ、「生活が変わる」姿は、
具体的な利用シーンを過去に整理済み。

○ ＩＣＴのつながり力によって「生活」が変わる姿は、次の２種類。
① ＩＣＴを「いつでもどこでも便利に」利用できることで、快適で活力ある明るい生活が実現
② ＩＣＴを「誰でも簡単に安心して」利用できることで、安全で優しい豊かな生活が実現

いつでも協働して価値を創発
離れた場所でもいつでもネットワーク上で協働することで、集合知を生み
出し、新たな価値を創造 （例：マルチ立体画面によるコラボレーション）

便利なサービスで快適な生活
働く親など、仕事や家事に忙しい日々でも、ＩＣＴを活用した便利なサー
ビスで、快適な生活を実現 （例：携帯電話による自宅内の遠隔操作）

人と人との優しいふれあい
高齢者と子どもや都市と地方など、心の触れあうコミュニケーションで、
世代や地域を越えた一体感を醸成 （例：大画面ＴＶによる臨場感通信）

誰でも元気に社会参加
ＩＣＴを活用することで、年齢や障害に関係なく、元気に労働や社会活動
に参画可能 （例：電子タグを活用した自律移動支援システム）

ｕ（ﾕﾋﾞｷﾀｽ）の世界
＜萌芽事例、アイデア等＞

ｘＩＣＴ

（
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
）
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便利なサービスで快適な生活
（働く親の場合）

いつでも協働して価値を創発
（クリエーターの場合）

生活変革の具体事例 （利用シーンの例）

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
便
利
に

誰
で
も
簡
単
に
安
心
し
て

人と人との優しいふれあい
（祖父母と孫の場合）

誰でも元気に社会参加
（障害者の場合）
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